
悪質商法に注意！
　悪質商法に遭わないためには、その手口や方法などを把握して対
処し、万が一被害に遭った場合も、消費生活センターなどの消費生
活相談担当窓口や警察などに相談して、早期に発見を図ることが大
事です。正しい知識を身に着け、悪質商法の被害に遭わないように
しましょう。

キーワードは「うそつき」
う…うまい話を信用しない！
そ…相談する！
つ…つられて返事をしない！
　　すぐに契約をしない！
き…きっぱり！はっきり！断る！

小郡市消費生活相談室
☎27-5188

小 郡 警 察 署

消 費 生 活 相 談 室 窓口開設日
　毎週月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

小郡警察署　☎73-0110
福岡県警ホームページ
http://www.police.pref.fukuoka.jp

コロナウイルスワクチン詐欺に注意！

久留米広域消防本部
三井消防署
☎72-5101ファクス72-5948こ ち ら １ １ ９毎

防
月 ９ 日 は
火 の 日

令和２年の出火原因第１位は「野焼き」

〈相談事例〉
●公的機関を名乗る人から「新型コロナウイルスのワクチンが接種できる。キャッシュ
バックされるので10万円を振り込むように」と電話があった（80歳代）
●「新型コロナウイルス予防接種を優先的に打てる」という内容のSMS（ショートメッセー
ジサービス）がスマートフォンに届いた（30歳代）

〈消費者へのアドバイス〉
●行政機関の職員を名乗る、行政から委託されたという業者から怪しい電話や訪問、心当たりのない怪しいメール
など、怪しい・おかしいと思うものには反応しないようにしましょう
●現金を支払ってワクチンを優先接種できることはありません。新型コロナウイルスに便乗した悪質な勧誘を行う
業者には、耳を貸さないようにしましょう
●不審に思った場合やトラブルにあった場合は、早めに消費生活相談室に相談してください

困ったときは、すぐ相談！

　令和２年に管内で発生した野外焼却による火災は20件で、出火原因の１位です。これからの時季は、空地の枯草
や田畑の麦わらなどを焼却する機会が増えることに加え、空気の乾燥や風が強い日が続くため、燃え広がる危険性
が高くなります。野焼きは原則禁止されていますが、例外である「田畑の麦わらの焼却」などを行う場合は、次の点
に十分注意して、必要最小限で行ってください。

やむを得ず野焼きを行うときの注意点　
●風の強い日は絶対に行わない
●周囲に燃えやすいものがない場所で行う
●消火の準備をしてから行う（水バケツ、消火器など）
●その場を離れず、少ない量で焼却する
●火が消えたことを確認する
●近隣住民の迷惑とならないように行う
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○刑法犯発生件数 54件（－31件）
○交通事故発生状況
　発生件数 69件（＋14件）
　死者数 ０人（±０人）
　負傷者数 90人（＋12人）
※（　）は、昨年同月比を示す

小郡警察署管内の犯罪・交通事故の発生状況
（令和３年３月末現在）
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万引き自転車盗オートバイ盗部品盗車上ねらい空き巣
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